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「備えあれば憂いなし～南海地震に備えて～」を開催しました 

 

平成２６年５月３０日（金）に 

香川県危機管理課の増田恭士さんを

講師にお迎えし、講座を開催しまし

た。 

いつ起こるかわからない南海地震。 

自分や家族、大切な人の身を守る

ためには、何が必要になるのか、ど

んなことができるのかを学びました。 

 

「地震が発生したら、皆さんはまず

どんな行動をしますか？」という講

師の質問に、「台所の火を消す」と思

った方が多いと思いますが、現在は、ガス器具の進歩等により、 

① まず、自分の身を守る。 

② 揺れが収まったら、火の始末をする。 

③ 避難する時は、電気のブレーカーを切る。 

そして、津波の恐れがある場合は、すぐ高台に避難する。ということでした。覚えている

と落ち着いて行動できると思います。 

 

地震はいつ起こるか分かりません。そのためにも日頃の備えは、とても大切です。 

① 家族との避難場所等の話し合いをする。 

② 身の回りの安全点検と対策を行う。 

特に昭和５６年以前の建物は、耐震診断・ 

耐震改修を行うほか、家具の固定や住宅用火災

報知器の設置などの対策も重要です。 

 

講座の最後には、受講者の皆さんから、たく

さんの質問があり、講師に熱心にお聞きしてい

ました。 

皆さんも今日から、実際に準備を始めてみて

ください。 


